
技 

術 

情 

報 

ど
フ
イ
バ
ー
目
線
か
ら
の
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
 

ー
や
ん
ば
る
国
立
公
園
に
お
け
る
 

野
生
動
物
事
故
情
報
の
活
用
事
例
ー
 

い
で
あ
株
式
会
社
沖
縄
支
社
生
態
・
保
全
部
 
杉

本

嵩

臣

 

環
境
技
術
部
 
佐

藤

泰

夫

 

一
．
や
ん
ば
る
国
立
公
園
と
道
 

沖
縄
島
北
部
に
位
置
す
る
や
ん
ば
る
 

国
立
公
園
は
、
広
大
な
亜
熱
帯
の
森
と
、
 

そ
こ
に
息
づ
く
島
嶼
固
有
の
独
特
な
動
 

植
物
相
が
特
徴
で
あ
る
。
「
多
様
な
生
 

命
は
ぐ
く
む
山
と
人
々
の
営
み
」
を
国
 

立
公
園
の
テ
ー
マ
と
し
、
野
生
生
物
保
 

全
と
公
園
利
用
の
両
立
を
目
指
し
て
い
 

る
。
公
園
区
域
に
は
幹
線
道
路
の
国
道
 

五
八
号
線
、
県
道
二
号
線
及
び
七
〇
号
 

線
の
一
部
が
含
ま
れ
て
お
り
、
重
要
な
 

導
線
と
し
て
公
園
計
画
上
の
利
用
道
路
 

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
や
 

ん
ば
る
の
森
を
横
切
る
よ
う
に
し
て
造
 

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
道
路
は
、
ヤ
ン
バ
ル
 

ク
イ
ナ
等
の
絶
滅
が
危
倶
さ
れ
る
野
生
 

動
物
の
生
息
域
に
重
な
っ
て
お
り
、
野
 

生
動
物
た
ち
の
交
通
事
故
死
、
す
な
わ
 

ち
ロ
ー
ド
キ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。
 

令
和
三
年
、
や
ん
ば
る
地
域
が
世
界
 

自
然
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
 

は
世
界
遺
産
委
員
会
よ
り
絶
滅
危
倶
種
 

の
ロ
ー
ド
キ
ル
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
 

求
め
ら
れ
て
お
り
、
や
ん
ば
る
国
立
公
 

園
に
お
い
て
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
は
喫
緊
 

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
沖
 

縄
県
自
然
保
護
課
発
注
の
「
希
少
種
交
 

通
事
故
防
止
・
密
猟
対
策
事
業
委
託
業
 

務」 

に
お
い
て
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
の
検
 

討
を
進
め
て
い
る
。
 

一
一
．
や
ん
ば
る
国
立
公
 

ロ
ー
ド
キ
ル
事
情
 郵

 参
 

‘

一

 

私
た
ち
の
取
り
組
み
で
対
象
と
し
て
 

い
る
の
は
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
ヤ
ン
バ
 

ル
ク
イ
ナ
と
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
で
あ
る
（
写
 

真
1
）
。
や
ん
ば
る
地
域
で
は
様
々
な
ロ
 

ー
ド
キ
ル
対
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
 

野
生
動
物
が
道
路
へ
近
づ
か
な
い
た
め
の
 

対
策
と
し
て
フ
エ
ン
ス
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
 

の
設
置
、
道
路
に
 

近
づ
い
て
い
て
も
 

交
通
事
故
を
未
然
 

に
防
げ
る
よ
う
、
 

横
断
注
意
標
識
に
 

よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
 

へ
の
周
知
等
が
実
 

施
さ
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
が
、
ロ
ー
 

【

一

《

レ

 

・ 

【
、
‘
」
J
 

】
 

占rI 

ノ
 

、II巳IIth*. 

ケ島ネズミ’ 

『 

・
松
 

ド
キ
ル
は
現
在
も
多
発
し
続
け
て
お
り
、
 

環
境
省
や
ん
ば
る
自
然
保
護
官
事
務
所
 

が
収
集
す
る
ロ
ー
ド
キ
ル
記
録
を
参
照
 

す
る
と
、
過
去
一
〇
年
間
で
年
間
二
七
ー
 

七
七
件
も
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
 

高
止
ま
り
状
況
に
あ
っ
た
。
 

ロ
ー
ド
キ
ル
件
数
の
減
少
を
目
指
す
 

に
は
既
存
対
策
の
評
価
と
、
新
規
対
策
 

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
た
 

ち
は
、
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
に
資
す
る
基
礎
 

情
報
の
収
集
、
ロ
ー
ド
キ
ル
要
因
の
多
面
 

的
な
解
析
及
び
評
価
、
対
策
手
法
の
検
 

討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
「
ロ
 

ー
ド
キ
ル
要
因
の
多
面
的
な
解
析
及
び
 

評
価
」
に
お
い
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
 

れ
た
た
め
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
 

三交通速度モr
剖
馴
 

や
ん
ば
る
地
域
で
の
ロ
ー
ド
キ
ル
要
 

因
の
ー
つ
に
交
通
速
度
が
挙
げ
ら
れ
る
 

写真1 口ードキル対策の対象種 

が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
実
態
は
把
握
さ
れ
 

て
い
な
か
っ
た
。
交
通
速
度
を
把
握
す
 

る
こ
と
で
対
策
す
べ
き
箇
所
を
抽
出
し
、
 

ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
か
ら
の
効
果
的
な
対
 

策
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
 

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ロ
ー
ド
キ
ル
多
発
 

区
間
で
あ
る
県
道
二
号
及
び
七
〇
号
線
 

に
お
い
て
交
通
量
と
運
転
デ
ー
タ
を
調
 

査
し
、
交
通
速
度
モ
デ
ル
を
作
成
し
た
。
 

交
通
速
度
モ
デ
ル
は
、
地
図
上
に
速
 

度
変
化
を
カ
ラ
ー
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
 

表
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
1
）
。
こ
 

れ
に
よ
り
高
速
走
行
箇
所
が
明
瞭
に
な
 

る
と
と
も
に
、
連
続
的
な
速
度
変
化
も
 

明
ら
か
と
な
っ
た
。
 

交
通
速
度
モ
デ
ル
か
ら
各
県
道
の
速
 

度
変
化
を
調
べ
る
と
、
県
道
二
号
線
は
 

速
度
変
化
が
多
く
、
県
道
七
〇
号
線
は
 

速
度
変
化
が
少
な
い
と
い
っ
た
、
速
度
 

H 且馴 

l に － 匡、 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1001kWh) \ J 

、 へJ、 
、 

富
 /

 

，ブビ＼ 唾磐: ーi 
“カーブ：区間l l、 →局迷走行」 

、→減速 

ジ “四一 下番舞理院地図を使用 
※本稿では力ラースケールではなく、グレースケールで 

速度変化を表示している 

図1 交通速度モデル 
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特
性
の
違
い
も
見
え
て
き
た
。
速
度
特
 

性
に
合
わ
せ
て
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
 

よ
り
効
果
的
な
対
策
に
つ
な
げ
ら
れ
る
 

と
考
え
ら
れ
た
。
 

四
．
ロ
ー
ド
キ
ル
発
生
 

解
析
と
評
価
 

ロ
ー
ド
キ
ル
は
、
交
通
速
度
の
ほ
か
 

に
も
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
い
発
生
す
 

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
の
要
 

因
が
ロ
ー
ド
キ
ル
の
発
生
に
関
係
し
て
 

い
る
の
か
は
情
報
が
不
足
し
て
い
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
ロ
ー
ド
キ
ル
発
生
状
況
を
 

調
査
し
、
発
生
要
因
の
評
価
を
行
う
こ
 

と
で
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
 

が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
 

先
ほ
ど
の
交
通
速
度
モ
デ
ル
の
ほ
か
、
 

道
路
の
カ
ー
ブ
角
度
、
道
路
標
識
・
路
 

面
標
示
・
交
通
事
故
対
策
の
位
置
を
G
 

I
s

で
整
理
し
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
と
 

ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
事
故
発
生
地
点
と
無
 

事
故
地
点
の
間
で
地
理
的
情
報
に
相
違
 

が
な
い
か
を
解
析
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
高
速
走
行
箇
所
ほ
ど
ケ
 

ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
が
多
く
発
 

生
し
て
お
り
、
ロ
ー
ド
キ
ル
の
発
生
に
交
 

通
速
度
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
 

さ
れ
た
（
図
2
1
A
）
。
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
は
 

警
戒
心
の
薄
い
動
物
で
あ
る
こ
と
が
知
 

ら
れ
て
い
る
（
引
用
文
献
参
照
）
。
こ
の
 

性
質
の
た
め
高
速
走
行
車
両
か
ら
逃
れ
 

る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
の
ロ
ー
ド
キ
ル
 

が
発
生
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
 

さ
ら
に
、
路
面
標
示
が
多
い
箇
所
ほ
 

ど
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
が
 

少
な
い
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
ド
キ
ル
発
生
 

の
抑
制
に
路
面
標
示
が
関
係
し
て
い
る
 

こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
（
図
2
1
B
）
。
こ
 

こ
で
の
路
面
標
示
と
は
、
車
道
に
設
置
 

さ
れ
た
道
路
標
識
や
舗
装
を
指
し
、
車
 

道
中
央
線
や
境
界
線
等
の
区
画
線
は
含
 

ま
な
い
。
当
該
区
間
で
は
、
す
べ
り
止
 

め
舗
装
が
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
特
 

に
縞
模
様
の
ゼ
ブ
ラ
方
式
す
べ
り
止
め
 

舗
装
は
、
そ
の
上
を
車
が
通
過
す
る
と
 

B 路面標示が多いと 

事故発生割合が低い 

ノで『覇 烹 
蕊； 

A 高速帯での 
事故が多い＼ 

、に“；、‘ 

 ' ‘・‘

いAノぐト叫’タ・養 
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州
猷
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 路面標示の設置数 県道2号線の推定最高速度（km/h) 

図2 口ードキル発生要因の解析結果 

大
き
な
音
が
鳴
る
。
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
 

は
こ
の
音
に
反
応
し
、
車
と
の
接
触
が
 

避
け
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
 

五
．
最
後
に
 

や
ん
ば
る
国
立
公
園
で
は
、
複
数
の
 

団
体
が
ロ
ー
ド
キ
ル
問
題
の
解
決
に
向
 

け
て
協
力
関
係
を
築
き
取
り
組
ん
で
い
 

る
。
本
解
析
は
、
や
ん
ば
る
自
然
保
護
 

官
事
務
所
と
、
N
P
O
法
人
ど
う
ぶ
つ
 

た
ち
の
病
院
 
沖
縄
に
よ
る
「
傷
病
鳥
 

獣
の
救
護
と
死
亡
個
体
の
回
収
」
 
の
成
 

果
を
一
部
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

長
期
間
に
わ
た
り
詳
細
な
事
故
情
報
が
 

蓄
積
さ
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
 

新
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
 

結
果
を
や
ん
ば
る
国
立
公
園
に
お
け
る
 

ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
の
基
礎
情
報
と
し
、
 

今
後
の
取
り
組
み
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
 

と
考
え
て
い
る
。
 

今
回
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
沖
縄
 

県
自
然
保
護
課
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
 

か
ら
の
新
た
な
対
策
と
し
て
、
「
効
果
 

的
な
除
草
手
法
の
検
討
」
を
進
め
て
い
 

る
。
道
路
脇
の
植
生
繁
茂
を
防
ぐ
こ
と
 

で
ド
ラ
イ
バ
ー
視
野
を
確
保
し
、
野
生
 

動
物
の
接
近
に
い
ち
早
く
気
付
け
る
ほ
 

か
、
野
生
動
物
が
道
路
へ
近
づ
き
に
く
 

く
な
る
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
詳
細
は
 

N
E
c
T
A
N
E
W
s
第
八
二
号
に
 

掲
載
予
定
で
あ
る
。
 

当
社
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
人
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に
」
を
掲
げ
 

て
い
る
。
絶
滅
危
倶
種
と
人
の
共
存
に
 

よ
り
、
持
続
可
能
な
や
ん
ば
る
国
立
公
 

園
の
姿
を
未
来
へ
残
せ
る
よ
う
、
今
後
 

も
ロ
ー
ド
キ
ル
解
決
に
向
け
て
関
係
者
 

と
協
働
し
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
 

※
本
稿
は
、
令
和
六
年
六
月
二
〇
日
・
二
一
日
に
開
 

催
さ
れ
た
第
七
回
自
然
環
境
共
生
技
術
研
究
会
 

ー
c
o
N
E
c
T

二
〇
二
四
ー
（
環
境
省
自
然
環
 

境
局
及
び
二
社
）
自
然
環
境
共
生
技
術
協
会
共
 

催
）
に
お
い
て
、
自
然
環
境
共
生
技
術
協
会
長
賞
 

を
受
賞
し
た
発
表
内
容
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
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